
　村田氏は、アグリビジネスのグローバルリーディングカンパ
ニーであるシンジェンタ社の日本法人の取締役会長であり、
豊富なマネジメント経験を有すると同時に、組織構築のため
のヒューマンデベロップメントにも深くかかわってきた。今回の
事例発表は、そうした豊富な経験をもとにした人材育成計
画のレポートであった。
　村田氏がDiSCと出会ったのは1994 年のことで、DiSCは
グローバルなスキル開発に適したプログラムという認識を持った
という。以来、シンジェンタの人材開発に携わる場合、組織
の人材計画の動向に対応させ、リーダーシップ研修、コーチ
ング研修とからみ合わせながらDiSCを有効に活用してきたと
のことだ。
　「2003年～ 2008年までの間、日本独自の人材育成計画を
つくろうという構想があり、その責任者であった私は 2008年ま
でにどのような会社を目指すのか、『戦略変換移行マップ』を
練りながら、人材キャリア開発プランを立てていきました」
　そして2009年から2015年までの第2次人材価値育成計画
（Employee Value Development Plan）の段階から、DiSC
を本格的に活用するようになった。
　「この人材価値育成計画は、2015年を見据えてどういう投
資をすべきかを検討、まず、新しいシンジェンタの文化を確立
するためにコーチングを使うことにしました。そして、一人ひと
りがグローバルにビジネス貢献できるキャリア開発プランを立て
ていきました。多国籍企業の一員のキープレーヤーとして日本
人の起用を促進していくのが、我々の使命だと考えました」
　さらに、リーダーとして、どのようなコンピテンシー・モデル
が必要か、将来も見据えたところで考え、つくりあげていった
という。また、研修は社内・社外コースを設け、フランスのフ
ォンテンブローとシンガポールにキャンパスを持つ世界トップクラ
スのビジネススクールであるINSEADでの研修も受講できるシ
ステムになっているとのことだ。

　このほか、DiSCは戦略的営業のツールとしても活用されて
いる。

　「顧客のDiSCタイプに応じて個別交渉を戦略的に準備して
おけば、なにも準備しない営業と比べて成果が十分に期待で
きます。たとえば、顧客のDiSCタイプによって、このお客さん
はクロージングを早めた方がいいなどの判断が素早くできるよう
になります。こうした営業トレーニングにはロールプレイングを導
入していますが、ロールプレイングを繰り返すことで、現場に
出たとき“恐れ”を感じないで営業活動ができるようになります。
DiSCを知っているかどうかは、営業の最前線にいる者にとっ
て、サクセスストーリーをいくつ増やせるかどうかに関係してく
るでしょう」
　このように、シンジェンタ社では組織構築のための人材価値
育成プロセス・プログラムにおいて、DiSCはすべてのベース
になっている。また、営業・交渉・渉外などにおいて、共通
の人的対応ツールとして、さらには内部コーチングのツールと
して活用していくという。
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